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同窓
社会学部創立40周年に向けて /

社
会
学
部
同
窓
会

法
政
大
学
社
会
学
部
の
創

立
三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
教
職

員
と
卒
業
生
の
懇
親
会
が
開

か
れ
た
の
は
、

一
九
八
六
年

二
月
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

あ
と
、
有
志
に
よ
っ
て
、
同

窓
会
設
立
準
備
委
員
会
が
設

立
さ
れ
、
ま
ず
、
卒
業
生
名

簿
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
な
か
な
か
の
難
作
業
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

同
窓
会
結
成
総
会
が
開
か

れ
た
の
は
、　
一
九
八
九
年
二

月
二
五
日
で
、
場
所
は
、
多

摩
の
社
会
学
部
棟
で
し
た
。

早
い
も
の
で
、
私
た
ち
の

同
窓
会
は
、
設
立
以
来
満
三

年
を
経
過
し
、
今
年
は
四
年

目
に
入
り
ま
す
。
『
会
報
』

の
発
行
も
第
四
号
を
数
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
同
窓
会
に
入
会
さ
れ
た

卒
業
生
は
、
約
四
五
ｏ
名
で

す
。
卒
業
生
二
万
五
千
名
の

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
参
加
率

は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
着
実

に
組
織
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

同
窓
会
へ
の
期
待
は
、
強

ま
る

一
方
で
す
の
で
、
私
達

の
同
窓
会
は
、
今
後
、
ま
す

ま
す
充
実
し
た
会
と
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
着
実

に
育

て
た
い
も
の
で
す
。

の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待

し

て

同
窓
会
会
長
　
黒
　
坂

久

こ
の
機
会
に
、
有
志
の
皆

様
の
ふ
だ
ん
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

社
会
学
部
創
立
四
十
周
年
を

記
念
し
て
、
同
窓
会
の
さ
ら

な
る
発
展
を
。
ま
た
、
こ
の

間
、
こ
の
会
の
た
め
に
、
何

か
と
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ

さ
っ
た
社
会
学
部
教
授
会
と

職
員
の
皆
様
、
お
よ
び
大
学

当
局
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
学
部
創
立
四
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

秋
に
は
大
学
の
記
念
事
業
を

盛
大
に
催
す
予
定
と
の
事
で

す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、
同

窓
会
の
目
的
は
、
な
に
よ
り

も
同
窓
生
同
志
の
親
睦
を
計

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

と
、
母
校

へ
の
協
力
に
あ
る

と
言
え
ま
し
ょ
う
。

卒
業
生
同
志
の
親
睦
を
通

じ
て
、
有
形
無
形
の
社
会
的

価
値
が
発
生
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

母
校
の
社
会
的
評
価
の
高
ま

り
は
、
私
達
の
社
会
的
活
動

に
と

っ
て
、
計
り
知
れ
な
い

有
利
な
条
件
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

同
窓
会
か
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
呼
び
掛
け
に
、
ぜ
ひ
、
積

極
的
に
呼
応
し
て
く
だ
さ
い
。

会
合

へ
の
参
加

『会
報
』
ヘ

の
寄
稿
、
地
域
の
支
部
活
勲

そ
し
て
、
会
費
納
入
、
募
金

へ
の
協
力
、
等
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卒業生に囲まれる黒坂会長

(ホテル・エルモント祝賀会にて)

一
九
九

二
年
総
会
案
内

今
年
度
の
総
会
を
左
記
の

要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

一
九
九
二
年
五
月

一
六
日

（土
曜
日
）

法
政
大
学
市
ケ
谷
校
舎

八
二
五
番
教
室

午
後
二
時
～
六
時
半

［記
念
講
演
］
　

一
一時
～

″
な
ぜ
若
者
文
化
か
″

中
野
収
社
会
学
部
教
授

［総
会
］
　

一二
時
半
～

四
十
周
年
記
念
行
事
、
等
。

［懇
親
会
］
四
時
半
～

教
職
員
食
堂
に
て

会
費
四
、ｏ
８
円

今
秋
、
多
彩
な
催
し
、

学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
行
事

学
部
教
育
発
展
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
―

こ
の
数
年
社
会
学
部
の
人
気

は
、
年
々
高
ま

っ
て
い
る
。

実
際
、
入
学
志
望
者
も
連
続

一
万
人
を
越
え
、
優
秀
な
学

生
が
集
ま

っ
て
き
て
い
る
。

社
会
学
部
は
、
今
年
、
学

部
創
立
四
十
周
年
を
む
か
え

る
。
八
四
年
に
第

一
部
が
多

摩
に
移
転
し
て
か
ら
数
え
て

も
早
く
も
来
年
で
十
年
目
で

あ
る
。
社
会
学
部
は
、
こ
れ
を
機

に
、
さ
ら
に
名
実
と
も
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
し
て
、
い

ま
、
学
部
創
立
四
十
周
年
記

念
事
業
を
企
画
し
、
準
備
を

す
す
め
て
い
る
。
主
な
行
事

予
定
は
次
の
と
お
り
。

一
、
四
十
周
年
記
念
の
集

い
　
十
月
上
旬

―

十

月
十
七
日
（土
）を
予
定
。

二
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

十

一
月
二
十
一
百

。

三
、
音
楽
会
十
二
月
上
旬

四
、
四
十
周
年
記
念
社
会

学
部
教
育
基
金
の
設
立
、
そ

の
た
め
の
募
金
活
動
。

四
十
周
年
記
念
の
集
い

記
念
事
業
の
中
心
孵
何
事
で
、

同
窓
会
、
卒
業
生
の
熱
烈
な

る
協
力
を
え
て
、
卒
業
生
、

在
学
生
、
新
旧
教
職
員
、
そ

の
他
、
大
学
及
び
学
部
関
係

者
が

一
同
に
会
し
て
、
懇
親

の
う
ち
に
、
学
部
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
、

同
時
に
次
の
時
代

へ
の
学
部

づ
く
り
へ
の
夢
と
展
望
を
大

い
に
語
り
あ
お
う
と
す
る
も

の
で
、
併
せ
て
、
新
し
い
社

会
学
部
像
を
内
外
に
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

と
く
に
、
卒
業
生
と
在
学
生

と
の
交
流
を

つ
う
じ
て
、
人

“甲
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

一
助
と
し
た
い
。

ま
た
二

一
世
紀
に
む
け
て
、

学
部
教
育
の
特
色
を
鮮
明
に

し
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
た

め
、
記
念
事
業
の

一
環
と
し

て

「
学
部
教
育
基
金
」
を
こ

の
機
会
に
設
立
す
る
た
め
の

準
備
も
す
す
め
て
い
る
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

現
代
地
球
社
会
の

「統
合
と

多
様
化
」
を
全
体
テ
ー
マ
に
、

五
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
、　
一

つ
の
記
念
講
演
か
ら
成
る
。

一
、
情
報
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
高
度
化
と
新
し
い
社

会
、
人
間
像

二
、
近
現
代
に
お
け
る
民

族
と
地
域

三
、
世
界
史
の
な
か
の
ア

ジ
ア
文
化
圏

四
、
日
本
の
近
代
化
と
ア

ジ

ア

五
、
Ｅ
Ｃ
統
合
の
経
済
的

基
礎

記
念
講
演
は
、
最
終
日
の

十

一
月
壬

一日

（
日
）
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
の
社
会
学
者
、
Ｒ
・

ル
ベ
ラ
ー
教
授
を
招
い
て
行

わ
れ
る
。

音
楽
会
　
　
大
学
関
係
者

以
外
に
も
、
地
域
の
人
々
も

自
由
に
参

加
し
て
開

か
れ

る
。

四
十
周

年
記
念
事

業
が
成
功

し
、
企
図

ど
う

り

、

次
の
時
代
に
む
け
て
の
社
会

学
部
の
発
展
の
文
字
ど
う
り
、

大
き
な
第

一
歩
と
な
る
た
め

に
、
同
窓
会
、
卒
業
生
の
積

極
的
な
ご
参
加
と
協
力
を
切

に
希
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
学
部
長
・
石
坂
悦
男
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(写真は石坂学部長)


